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高等学校 英語科

１．単元について

対象学年 高等学校 第１学年

学習指導要領 聞くこと（ア）

話すこと（ウ）

単元名 （全２時間）Lesson 9 A Free Pizza
Ⅰ 池田書店Daily Oral Communication

単元目標 ・間違えることを恐れず自分の考えなどを話している。

・うまく言えないところがあっても、別の語句や表現で言い換えたり、説明

して伝えるなどの工夫をしている。

（ ）コミュニケーションへの関心・意欲・態度

伝えたい情報や考えなどを正確に話すことができる。・

・場面や目的に応じて適切な速さや声の大きさで話すことができる。

（ ）表現の能力

・聞いた内容について正しく理解することができる。

・質問、依頼、指示などに対して、適切に応じることができる。

（ ）理解の能力

・電話での会話に必要な慣用表現を表現を知っている。

（ ）言語や文化についての知識・理解

・基本的な電話での応対を英語で行えるようにする。

（電話での会話は相手の顔色や様子といった情報がないため、普段の会話

以上に難易度が高い。よって落ちついて対応できるためにも通常の会話

表現について確実に定着させていきたい ）。

・導入のストーリーから吸収できる表現をできる限り自分のものとして定着

させることができるようにする。

・これまでに習得してきた言語材料を活かし、今回与えられた状況を自分の

言葉で表現するチャンスを与えることにより、既習事項が常に生きて活用

できる状態にする （毎時の指導方針）。

配慮事項

"No Japanese, No・英語学習環境を整えるため活動においては原則として

の徹底をはかる。silence."

・ 模倣」→「操作」→「創造」の自然な言語習得の流れを授業の中で活か「

して指導する。

。・本来のコミュニケーション活動は机に座ったままで行われることは少ない

よってペアプラクテイスにおいても起立したまま互いに向かい合い、目を
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合わせる中で練習させていくように配慮する。

・意味のないオウム返しのだけの演習では、生徒を長時間集中させることは

難しい。よって、授業の中で行う活動には、できるだけ「問題解決」や相

手の発話によって対応を変えなければならないような「思考 「操作」が」、

含まれるよう配慮する。

・ 授業は楽しくなくてはならない」本来言葉習得は基本的な本能に根ざし「

ており、コミュニケーションの成立は喜びをもたらす。特にオーラルの授

業は静かであってはならない。教師自らが元気で明るく振る舞い、生徒に

とって楽しい授業として受け止めることができるような環境づくりに配慮

する。

準 備 ・ の注文カード（第１時の演習で活用）delivery service
・題材となる母音について、発音方法を視覚的に捉えることができるように

するためのカード（第２時の で使用）Let's Pronounce.

・ 読める英語は聞き取れるとは限らないが、自分が言える英語は必ず聞け「

る 」これは英語の定着の度合いが、情報を収集するための「読む技能」よ。

りも自分が自然に発話するための「話す技能」の方が極めて深く根付いて

いるためであると考えられる。このため 「読むための教材 「リスニン、 」、

グ教材」で活用される題材を、４技能の相関性の中でも特に自分が主体的

英語指導全般 に投げかける「話す技能」の段階にまで熟させ定着させていきたい。

についての留

意事項 ・より多くの知識を与えていくことよりも、これまでに蓄積した知識を実際

の場で活用できるようにするための演習活動を重視してオーラルコミュニ

ケーションの授業を展開してきた。既習事項をさまざまな別の題材におい

て何度も自分の意志により活用していこうとする姿勢を身につけさせるた

め、 時の自由会話やストーリーの自分の言葉によるリプロダクシwarm-up
ョンを常々実施するように努めていかなければならないと考える。

備考欄 ・該当の２時間分を とのテイームテイーチングとして実施することが望ALT
ましいが、現実には困難な場合が多いので、今回は配当時間２時間中、最

初の１時間をテイームテイーチングとし、他の１時間をＪＴＥ単独の授業

として企画した。
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２．聞くこと・話すことを中心とした学習についての評価規準

ア イ 表現の能力 ウ 理解の能力 エ 言語や文化につコミュニケーションへの

関心・意欲・態度 いての知識・理解

聞 「聞くこと」の言語 比較的平易な英語を 言語や言語の運用に

く 活動に積極的、主体 聞いて、情報や考え ついての基本的な知

こ 的に取り組んでい など相手が伝えよう 識を身に付けてい

と る。 とすることを正確に る。

の 理解することができ

評 る。

価

規 さまざまな工夫をす 比較的平易な英語を 日常生活の身近な話、

準 ることで、コミュニ 場面や目的に応じて 題について、英語の

ケーションを主体的 適切に聞いたり、反 学習で取り扱われた

に続けようとしてい 応することができる 文化について理解し。

る。 ている。

話 「話すこと」の言語 比較的平易な英語を 言語や言語の運用に

す 活動に積極的、主体 用いて、情報や考え ついての基本的な知

こ 的に取り組んでい などを正しく話すこ 識を身に付けてい

と る。 とができる。 る。

の

評 さまざまな工夫をす 比較的平易な英語を 日常生活の身近な話

価 ることで、コミュニ 用いて、場面や目的 題について、英語の

規 ケーションを主体的 に応じて適切に話す 学習で取り扱われた

準 に続けようとしてい ことができる。 文化について理解し

る。 ている。

言語活動への取り組 正確な対話 正確な聞き取り 言語についての知識
み単
①間違えることを恐 ①伝えたい情報や考 ①聞いた内容につい ①電話での会話に必

元 れず自分の考えなど えなどを正確に話す て正しく理解するこ 要な慣用表現を表現
を話している。 ことができる。 とができる。 を知っている。

の

コミュニケーション 適切な対話 適切な聞き取り 文化についての理解評
の継続

価 ①うまく言えないと ①場面や目的に応じ ①質問、依頼、指示
*****************ころがあっても、別 て適切な速さや声の などに対して、適切

規 の語句や表現で言い 大きさで話すことが に応じることができ
換えたり、説明して できる。 る。

準 伝えるなどの工夫を
している。
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３．単位時間における具体の評価規準

ア コミュニケーション イ 表現の能力 ウ 理解の能力 エ 言語や文化につい

への関心・意欲・態度 ての知識・理解

①与えられた課題解決の ①新出表現とともに、 ①英語による情報を ①電話における慣用

ため、相手から情報を これまでに既習の知 日本語を介さず直 表現を身に付け、

得るためのコミュニケ 識を積極的に活用し 接理解することが 必要な場面に応じ、

ーション活動に意欲的 聞き手が分かりやす できる。 て適切に活用して

に取り組んでいる。 いように情報伝達が いる。

できる。 ②与えられた英語に

②これまでに学んだ表現 よる情報を速やか ②相手に伝えたい内

を活用し、積極的に自 ②仲間と協力してスキ に処理し、次の対 容をより分かりや

分の思いを相手に伝え ットを用いた対話活 応を準備すること すく、かつ具体的

ようとしている。 動、情報伝達演習に ができる。 に伝えるための表

おいて、分かりやす 現方法が身に付い

くメッセージを伝え ている。

ることができる。
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４．指導と評価の計画（全２時間）

時 ね ら い 学 習 活 動 評価基準 評 価 方 法 指 導・援 助

ア イ ウ エ 配 慮 事 項

１ ・英文を聞き、内 が提示する英 ・ における活動の ・英文の内容が実感・ ①ALT Q&A
容を論理的にまと 文を聞き、後の 観察による が込もって伝わるよQ&A
めて発表すること に対応する。 うにイントネーショ

ができる。 ン等に配慮して発音

・演習 をもちいて する。A
論理的に場面を具体 ・内容理解の補助と

化する。 して場面を描いた絵

を同時に提示する。

・英語を用いて電 ・電話をかける側と ・演習活動の観察による 単におうむ返しに② ① ・
話での基礎的表現 受ける側の両場面に 暗記するためだけの

方法を身につける ついてスキットを用 反復練習に留めず、。

いた演習活動を行う 相手が在宅の場合と。

不在の場合に分けて

状況に応じて対応で

・英語で出前を注 ・基礎スキットを用 きるような演習活動

文することができ いた演習。 になるよう配慮す

る。 る。

・応用 オリジナル ・演習活動の観察による 最初のメッセージ（ ） ① ① ・
伝達ゲームを通じ が机列ごとに正確に

て相手の指示を聴き 受け継がれていくこ

取り、それに合わせ とを確認させる。日

て即座に反応すでき 本語を介さず英語の

るように演習を行う みで思考し、正確に。

情報を伝達していく

技術を身につけさせ

るための活動であ

る。

２ ・主題のストーリー 単なる英文の暗記既習事項の強化と ・
を既習事項を用いて に留めず、指定の情応用

・ストーリーの再 自分の言葉で表現す 報を既習の用法を用

構成 る。 いて自分の言葉で相

手に伝達していく。

・電話と出前の表現 ② ② ・演習活動の観察による模倣から創作への

を組み合わせて各ペ移行

・電話による出前 アで作成したオリジ

についてのオリジ ナルスキットを発表

。ナルスキット制作 し・相互に学び合う

・発表

・英語による料理 ・料理の調理方法を ① ② ・演習活動の観察による ・他の生徒が集中し

の紹介 示す基礎的な英単語 て聞くことができる

を学び、自分の好き ように発表のみに留

な料理の作り方を英 めず、聞き手が料理

語でまとめ発表する 名を当てるゲームと。

他の生徒はその料 して設定する。

理名を推測する。
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５ ．単位時間の授業展開例（第１時間目）-1
によるテイームテイーチングALT, JTE

（１）本時のねらい ・基礎的な電話での会話、電話による宅配依頼の表現方法を身に付けることができる。
・基礎的な表現方法を活用し、日本語を介することなく英語のみによる思考活動ができる。

（２）本時の位置 １／２ 時

（３）展開案

過 程 学 習 活 動 評価についての詳細・留意点 指 導・援 助

（内容と方法）

・挨拶において全体の挨拶warm-up Greeting
5 min. "How( ) とともに数名の生徒に

と声をかけながら英are you?"
の指示を聞く。 ・主体的に情報を求めようとす 語を使う環境作りの準備をALT

る姿勢が感じられるか。 進める。Warm-up Activity
（↑生徒の活動観察）"When is your birthday?" "My birthday is ."

・ により活動内容の指ALT
ＡＬＴの指示に従い、全員起立し、生年月日の順に ・すべての活動が英語のみによ 示。とまどっている生徒が

"When i s you r生徒は一列に並ぶ。 り行われているか。 あ れ ば

この活動はすべて英語のみにより質問を繰り返しな （↑生徒の活動の観察） と問いかけ、活動birthday?"
。がら自分の位置を決定するための情報を集め、並びか を促しながら援助を与える

わるものである。 ・形式的な確認にとどまらず、

↓ 英語での思考になっている ・この活動は生徒が積極的

確認：整列が完成した後、列の最初の者から英語で自 か。 に言葉を発し、活動しよう

分の誕生日を言い、他の全員で確認する。 （↑正確な順に整列が完成さ とする姿勢を身につける準

れているか確認） 備である。思考を英語に切

り替えていくための準備を

目的とする。

テーマ テキストを閉じ、 による朗読を聞き、内容の概 ・テキストの内容を にALT ALT評価 ウ－①
ト 略をつかむ。この間メモを取ることを許可されてはい ・的確に質問の内容を理解して よる音声のみで与える。視スキッ

の理解 るが、日本語を通さず英語のままで直接情報を蓄積す いるか。 覚による援助として場面の
( ) る訓練とするため、できるだけメモを取らないように （生徒からの返答により評価 絵を提示する。7 min.

努める。 し、不安が感じられるときに
はヒントを与えたり、モデル ・音声としての英語を聞か
リーデイングを繰り返す ） せるだけやリピート練習の。

みに留めてはならない。そ
リスニングについてのＱ＆Ａ ・相手にはっきり理解できる声 の段階で止めれば生徒は音
英語での思考を促進するため、 から次々に簡単 で答えているか。 声に対する集中力を失い、ALT

。な英語の質問が浴びせかけられ、即座に完全な英文の （生徒の反応の様子から判断 情報が記憶の中に残らない
形で答えるように努める。 し、声が小さければ、たとえ よって英語を聞いた後には

返答が正しくても意味がなく 必ずＱ＆Ａを含め、内容理
なお、客観事項のみならず、生徒の日常生活に触れ なってしまうことを指導す 解の確認を行う。

た質問も生徒の反応により加えられる。 る ）。
・質問が聴き取れなかった

・返答の内容が的確か。 場合は と英語で"Pardon me?"
例 （↑生徒の発言より判断） 尋ね、問い返すことを徹底
・ する。What did I do last Saturday?
・ ・発音・イントネーションは適Who were there?
・ 切か。 ・質問を言い返す場合も決When did I feel hungry?
・ （↑生徒の様子から判断し、 して速度を落とすことなくWhat did I do then?
・ 適切な助言を与える ） 回数を繰り返して理解させWhen did the delivery boy appear? 。
・ るよう配慮する。Why was he late?
・ ・すべてが英語のみで進行してHow much did I pay for the pizza in the end?
・ いるか。 ・ヒントを与えても答えらHow did I feel? Angry or happy?

（↑応対の様子から判断す れない場合には他の生徒を
・ る ） 指名するが、必ず最初の生Do you often ask for pizza delivery? 。
・ 日本語の使用を厳しく禁じ 徒の最終的な理解を確認すWhat kind of fast food do you like?

る。 るとともに、もう一度、他
に新たな質問を後になって
投げかけることにより再度
発言のチャンスを与え、学
習に満足感が得られるよう
に配慮する。
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、スキット 再度ストーリーを聴き、テキストの空白を埋める。 ・テキストの内容を理解してい ・英文の間にポーズを置き
確認 （テキストの課題） るか。 ストーリーを聞かせる。速

( ) ↓ （↑机間巡視による） 度は最初と同じとする。5 min.
ペアで確認。
↓ ・全体の内容を理解しながら英 ・口頭による確認の指示。

指名しながら全員で確認。 単語が入れられているか確
認。
（↑生徒の観察により判断）

スペリングの点検として指名された生徒は答えを板
書する。 ・スペリングが正確に書かれて ・口頭による確認の後、最

いるか。 終確認として生徒を指名し
（↑机間巡視及び生徒によって て板書させる。

。）板書された答の点検による

Ａ ・内容が十分理解されている ・机間を回りながら、生徒Answer the Question
設問を解く。 か。 の活動を確認する。
↓ （↑生徒の活動を観察）

。ペアで確認 ・生徒からの質問に応じる
↓ ・集中して課題に向かっている

指名しながら全員で確認 か。 ・口頭で確認する。
（↑活動の様子により判断）

電話の Ｃ ② ・スキットが確実に覚えられて ・簡単な電話での基本会話Let's Speak
ALT JTE基礎 電話での会話① いるか。 を定着させる。 と

。( ) （↑生徒の活動の様子から） により対話のモデルを示す5 min.
（２回）A: Hello. May I speak to Hiroko?

・主体的な活動となっているB: Speaking.
か。 ・２回目にリピートするとA: Hi, Hiroko. This is Meg.

きはできるだけテキストを（↑生徒の活動の様子から判断）
、 。見ず 覚え込むように指示

リピート練習
モデルに従って繰り返し、スキットを覚える。
↓

ペアで練習（実際に相手の名前を使って）
↓ ・ペアプラクテイス及びル

机列の前から後方へと２名づつペアになって会話を ・ルーピングの途中で戸惑いは ーピングの指示。
送っていく （ルーピング） ないか確認。。
「１ ２」→「２ ３」→「３ ４」→ 最後尾へ （↑活動状況を観察すること ・スキットがうまく再現で- - - ..........

。 。による ） きない生徒に援助を与える

応用 応用 ・テキストの内容に加え、評価 ウ－②、エ－①

演習 ・応用のスキットが十分理解さ 相手が不在の場合のスキッ

( ) れているか。 トについて提示し定着させ7 min. A: Hello. This is Keiko.
（↑生徒の様子・活動から） る。May I speak to Hiroko?

・ と によりスキッALT JTE
① ・応用のスキットに十分親し ト応用編を提示するB: Speaking.

み、定着させることができたA: Hi, Hiroko. This is Meg.
か。

② （↑生徒の取り組みの状況観B: Sorry, she is not in right now.
察による ）Would you like to leave a 。

message?
A: Yes, please.

②の場合を含む応用されたスキットを聞く。

リピート練習

モデルに従って繰り返し、スキットを覚える。

２度目のリピートではテキストを見ない。

↓ ・相手が在宅か否かの二つ

ペアで練習 （実際の名前を使って） ・生き生きとスキットを自分の の場面①、②について、相。

意図的に他者（下線部）の名前を使い、②の返答が必 言葉として理解し主体的に取 手の示す名前により判断し

要な場面も設定する。 り組んでいるか。 てスキットを展開する。単

電話を受ける側は、相手の問いに従って①、②を選 （↑活動の観察） なるスキットの丸暗記では

択して会話を進める。 なく、相手からの情報を理

↓ ・楽しく活動が展開している 解して応対するよう指示。

同様にして机列の前から後方へと２名づつペアにな か。 （実際の名前を使用して演

って会話を後方へ送っていく （ルーピング） （↑活動の観察） 習活動を行う ）。 。
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( ) 電話での会話② ・集中して内容理解に取り組ん ・電話による基礎会話②5 min.
でいるか。 と によりスキッALT JTE
（↑表情・姿勢の観察） ト②を提示する。

A: Hello. Can I speak to Ken?
B: Just a second, please.
( )Hold on, please.

A: Sure.

スキットの提示

リピート練習 ・大きな声で自分の言葉として ・リピート練習の指示・実
モデルに従って繰り返し、スキットを覚える。 覚え込もうとする姿勢が感じ 施
↓ られるか。

ペアでの練習（実際の名前を使って） （↑活動の観察より） ・ペア練習の指示
↓

机列の前から後方へと２名づつペアになって会話を ・正しい発音・イントネーショ ・机間巡視し、発音・イン
送っていく （ルーピング） ンで発音されているか。 トネーションについて助言。

（↑それぞれの生徒の発音に着 を与える。
、 。）目し 観察することによる

( ) Ｂ ① ・新しいスキットに集中し、内7 min. Let's Speak
容理解に取り組んでいるか。 ・ と によりスキッALT JTE

（ ） ↑表情・姿勢の観察による ト「電話でのピザ注文」をPissa shop: Hello, this is Pizza Queen . （ 。）
提示する。May I help you?

Meg: I 'd like to order a large pizza.
Pizza shop: Sure. What would you like to have

for toppings?
Meg: Mushrooms, green peppers and shrimp.

とのスキットの提示ALT
・モデルを示し、リピート

リピート練習 ・大きな声で自分の言葉として 練習を実施する。
↓ 覚え込もうとする姿勢が感じ

ペア練習 られるか。
（↑活動の観察より）

教科書課題 による演習活動をペアで行う。 ・机間巡視し、個別に発音B-2
・正しい発音・イントネーショ ・イントネーションについ
ンで発音されているか。 て助言を与える。

（↑それぞれの生徒の発音に着
、 。）目し 観察することによる

総 合 応用（オリジナル） ・ と により応用ス評価 ア－①、ウ－① ALT JTE
演 習 とのスキット（電話での出前注文）を聞く。 キットを提示する。ALT
( ) ・提示されたスキットに理解さ7 min.

れ、定着させるように十分な
じんでいるか。
（ ）G: Hello. This is Gust. ↑生徒の表情等の観察より

May I help you?
Meg: I'd like to order .( )

G: Sure. Anything else?
( ) ・モデルを示し、リピートMeg: ,please.

練習を実施する。G: Certainly. Thank you very much.

↓
リピート練習 ・大きな声で自分の言葉として ・机間巡視し、発音・イン

↓ 覚え込もうとする姿勢が感じ トネーションについて助言
演 習（発展） られるか。 を与える。
机列ごとに最初の生徒は指導者より注文すべき内容 （↑活動の観察より）

が記されたカードを受け取る。２番目の生徒が上記ス
キットの を担当し１番目の生徒が の役割を ・正しい発音・イントネーショ ・注文すべき内容が書かれGust Meg
担当する。引き続き３番目の生徒が 、２番目の生 ンで発音されているか。 た異なったカードを机列のGust
徒が と引継ぎ机列の最後尾までつなげる。情報の （↑それぞれの生徒の発音に着 数だけ用意し、各列の最初Meg
正確さと速度を競う活動である。 目し 観察することによる の生徒に渡し、ルールを理、 。）

解させた上でゲームの開始
確認 → 最後尾の生徒がそれぞれ受け継がれてき ・相手からの情報を正確に受け を指示する。

た情報を発表し、正しい情報伝達行われたかを全員で 継ぎ、伝達しているか。
確認する。 （↑活動の観察・最終の結果 ・もともとのカードの内容

発表） をそれぞれ示し、情報伝達
の正確さを全生徒とともに
確認する。

まとめ 本時で導入された表現方法を確認する。 ・本時の内容のまとめを行
う。

課 題
の提示 机列のペアで、電話での注文のスキットを作り演じ ・課題を提示する。

ることができるように準備してくる。
( ) 値段、数量等についても情報の中に含め、内容のあ2 min.

るスキットとなるように工夫する。
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５ ．単位時間の授業展開例（２時間目）-2
のみによる授業JTE

（１）本時のねらい ・基礎的な電話での会話、電話による宅配依頼の表現方法を身に付けることができる。
・前時の学習内容の定着を図り、知識の「操作段階」から知識を活用した「創作段階」へと移行するトレー
ニングができる。

（２）本時の位置 ２／２ 時

（３）展開案

過 程 学 習 活 動 評価についての詳細・留意点 指 導・援 助
（内容と方法）

・主体的に取り組み活動してい ・挨拶表現と今日のテーマwarm-up Greeting
( ) るか。 を含めて、これまでに学ん4 min.

本時のテーマを含めた３分間の自由会話をスクラン （↑活動の観察） だ表現を駆使した３分間の
ブル形式で行う。 自由会話を行わせる。起立

・ が厳 させ自由に動くことを認め"No Japanese, no silence."
の挨拶から始め、本時のテーマ 守されているか。 ることにより、より自然なHow are you?

を含む自由会話を行う。 （↑活動の観察・個々の会話 活動ができる。"What food do you like best?"
会話の展開方法は自由であるが の進行に着目）"No Japanese, no

の厳守と３名以上と会話を交わすことを条件 ・会話の相手が見つからなsilence."
とする。 ・元気で生き生きした活動とな い生徒がいないか、また活

っているか。 動が消極的になっている生
主に英語の活用を目的とするが、この原則が守られ （↑生徒の表情、活動状況の 徒はいないか確認し、そう

ていれば、ジエスチャー等の言語外のコミュニケーシ 観察） した生徒に配慮した上で活
ョン手段を用いてもかまわない。 動を促進させる。

・形式的な会話にとどまらず、
英語での思考になっている ・英語を使用する時間を十
か。 分確保するため必ず２名の
（↑活動内容の検討） 会話になっているか確認。

３名となっているところが
あれば、指導し正す。

前時の 主題のストーリーについて、その内容を自分の言葉 ・与えられたメッセージを自分 ・ペアで発表し合うことに
確認 でまとめ、相手に伝達する練習を行う。 の言葉で伝達することができ よる準備段階を踏まえ、自

( ) たか。 信を持って全体の前で発表7 min.
ペアにて発表・確認・評価 できるように導く。（↑それぞれのペアの活動観察）

↓ ・ストーリーの要点をとらえ、 ・ストーリーを３つに区分
聞き手に理解されるように配 し、順番に生徒を指名し自

指導者の指示に従い、スクリプトを見ることなく自 慮した説明ができたか。 分の言葉を使ってリプロデ
。（ ）分の言葉を用いてストーリーの簡単なリプロデュダク （↑発表された内容の検討に ユースさせていく ２回転

ションを全体の前で行う。 よる ）。
・助言を与えるとともに成
果を認め、誉める。

前時 各ペアで課題として準備してきた「電話での出前」 ・自分たちの作成してきたスキ ・課題のスキットづくりに
課題の を依頼する場面のスキットを確認・練習する。 ット発表に生き生きと取り組 ついて最終確認をさせ、グ
確認 むことができているか。 ループの中でそれぞれ発表

( ) ↓ （↑ペアでの練習状況の確 させる。この間、各グルー12 min
認） プより全員の前で発表する

ペアーを決定させる。
６または８名のグループとし、その中で準備してき また、各グループの他の評価 ア－②、イ－②

たスキットを発表し合う。 メンバーにより、該当のス
各グループより代表ペア１組を選び出す。 ・各グループで互いに成果を認 キットに関する英語の質問

め評価し合える環境が成立し を準備させる。
↓ ているか。

（↑活動・状況の観察） ・各スキットに続けて、全
員に向けてその内容に関連

各グループより選ばれた６ペアが全員の前でスキッ ・自分たちの作成したスキット する質問を与えることによ
トを演じる。 を生き生きと演じ、満足感を り、発表を集中して聞き取
他の生徒はそれぞれのスキットの発表後に出される 得ているか。 ることができる環境を与え

質問に答える。 （↑各発表の様子観察） る。

・聞く側に、互いに評価し、認
め合う環境ができているか。
（↑見る姿勢の観察・指導）
（↑各スキットの内容に対す
る質問の提示とそれに対す
る反応による ）。
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展 開 Ｄ ・個々の母音に着目し正確に発 ・大きなカード（発音のモLet's Pronounce.
練習Ｄ 音できるようになったか。 デルをあらかじめ準備して
( ) 授業者からのカードによる指導・助言を理解し、モ （↑個々の発音に着目した状 おく）によって示された口3 min.

デルに続いてリピートし、発音になれる。 況の観察） のモデルを使って説明を与
え、続いて発音のモデルを

、 。助言に従い、自己の発音を矯正していく。 ・弱く発音する前置詞に注意し 示し リピート練習させる
て音・イントネーションとも
に自然な発音ができるように ・生徒の発音に注目し、不
なったか。 安な部分については助言を
（↑個々の発音に着目した状 与え、繰り返しリピートさ
況の観察） せる。

問題Ｅ Ｅ （テキスト課題） ・各英文のメッセージを正確に ・生徒が自信を持って発言Dictation
( ) 理解することができたか。 できるように、全員の前で7 min.

テープにより英語を聴き、テキストの空白部分を完 （↑ノート確認） 発表させる前にペアでの確
成させる。 認を指示する。

↓ ・スペリングを正しく綴ること
ペアで確認 ができたか。 ・各文につき１名づつ計５

↓ （↑ノート確認） 名の生徒に自分達の書いた
全体で確認 英文を板書するよう指名す
指名された生徒は自分の書いた英文を板書する。 ・キーとなる英文に十分親しん る。
モデルに従いリピート練習する。 でいるか。 モデルを示し、リピート

（↑表情・状況の観察） 練習させる。

Enjoy and Learn問題Ｆ Ｆ
↓

演 習 Ⅰ リスニングテスト（テキスト指定問題） ・提示される英語に集中し積極 ・リスニングにより、それ
( ) ↓ 的姿勢で取り組んでいるか。 が示す料理について、状況7 min.

ペアで確認 （↑生徒の観察） に応じてヒントを出し、援
↓ 助を与える。

全体で確認 ・料理方法に関心を持ち関連語
指名された生徒は指示された料理法を示す英単語を 句が定着しているか。 ・生徒を指名し、設問の解

板書する。 （↑ノートの確認） 答となる調理法を示す英単
語を板書させる。他の生徒

料理法についての動詞を確認し、モデルに従ってリ とともに確認し、定着させ
ピートして覚える。 るための強化を行う。

( ) Ⅱ 指示に従い、ノートに自分の好きな料理の作り ・机間巡視をしながら、与8 min. 評価 イ－①、エ－②
方を英語で説明する。 えた課題の進行を見守り適

↓ ・自分の思い描く料理を適切な 切な表現方法がわららず戸
ペアで相談 表現を用いて他者に説明する 惑う生徒がいれば援助を与
↓ ことができるか。 える。

完成、発表準備 （↑ノート確認・活動の観察
による ）。

演習 （テキスト課題を改良） ・他の生徒の示す説明を理解
料理の作り方を説明する生徒の内容をもとに、 し、想像力をはたらかせて料 ・活動の内容を指示し、後

他の生徒はその料理名を推測する。 理名を当てる活動に意欲的に に、発表した生徒の用いた
取り組み、英語で考える習慣 表現方法について評価し助
の形成に向けて努力できてい 言を与える。
るか。
（↑生徒の活動観察）

整理と 重要表現について復習・整理を行う。 ・学習者が２時間の授業を理解 ・本課２時間分のの重要表
まとめ し満足感を得ることができて 現の確認とスキット発表等
( ) いるか。 についての評価を行い、本2 min.

自己評価表の記入・提出 （↑まとめと反省の自己評価 時のまとめとする。
表による ）。

・評価表を配布し記入の指
示を与える。


